
 体育科 授業改善推進プラン 
１ 観点ごとの児童の実態 
 

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

知識及び技能 

○走る・跳ぶ・投げる

等、基礎的な動きを

身に付けてきてい

る。 

○運動経験の少ない

児童がいる。 

○かけっこで真っすぐ走っ

たり、いろいろな方向に走

ったりすることができる。 

○走る、転がる、支える、バ

ランスをとるなど、基礎的

な動きを身に付けてきて

いる。 

○体育での活動全般に

おいて個人差がある。 

 

○運動経験の差から動き

の幅に違いが見られる。 

○体つくり運動の中に体

の動かし方を教師や友

達からの助言・支援を重

ねたりすることで、技が

上達している。 

○きまりを守り、めあて

をもって楽しく運動

することができる。 

○ボール運動や陸上運

動では個人差が見ら

れる。 

 

○ボール運動では状況に応

じたパスやドリブル、シュ

ートなどの基礎的な技能

を身に着けてゲームに取

り組むことができる。 

思考力，判断力，

表現力 

○友達の動きを見て、

良いところを見付

けたり、まねしたり

している姿が見ら

れる。 

○友達のよい動きを取り入

れたり、自分で工夫したり

することができる。 

○授業の振り返りを生

かし、一人一人がめあ

てをもって運動に取

り組んでいる。 

○授業の振り返りをいか

して、一人一人がめあて

をもって運動に取り組

んでいる。 

○自分の動きとよい動

きを見比べて、自分の

課題を見付けそれに

向けて学習を進める

ことができる。 

○友達同士で運動でき

ていることやアドバ

イスを伝え合うこと

ができる。 

○運動のコツを見付けたり、

自分の課題に合った練習

方法を選んだりして学習

を進めることができる児

童がいる。 

〇自己の体力に応じた運動

ができ、考えたことを他者

と伝え合うことができる。 

学びに向かう力，

人間性 

○運動の好きな児童

が多く、体育の学習

を楽しみにしてい

る。 

 

○運動が好きな児童が多く、

進んで学習に取り組んで

いる。 

○意欲的に活動し、友達同士

で教え合おうとする姿勢

が身に付いている。 

○用具の安全な準備や片付

けを、友達と協力して行う

児童が増えてきた。 

○運動に対する意欲は

高く、楽しんで運動し

ている。 

○用具や器具の準備・片

付けにおいて、進んで

取り組んでいます。 

○きまりやルールを守

り、友達と楽しく運動

することができる。 

○運動が好きな児童が多

く、楽しんで運動してい

る。 

○グループの友達に励ま

しの声を掛けたり、アド

バイスをしたりして、協

力して運動している。 

○勝ち負けにこだわり、運

動本来の楽しさに目を

向けられていない面が

ある。 

○意欲的に運動に取り

組んでいる児童が多

い。 

○安全に気を付けなが

ら道具を準備し、協力

して運動に取り組む

ことができる。 

 

○意欲的に運動に取り組ん

でいる児童が多い。 

○安全に気を付けながら走

り幅跳びやソフトバレー

ボールの道具を準備し、協

力して運動に取り組むこ

とができる。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



２ 課題と改善策、検証方法 
 

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 

課
題 

○走る・跳ぶ・投げる等の動

きの学習が不十分なため、

児童たちの基礎的な運動

能力の定着ができていな

い。 

○活動の基本となる規律を

整える必要がある。 

○運動経験に個人差があり、

活動への意欲に差が出て

しまうことがある。 

○運動の経験の不足を補う

感覚作りが課題です。 

○動きや技のポイントを理

解し、繰り返し練習する

ことによって、身に付け

られる技能に差がありま

した。 

○学習したことを生かして、

継続的に生活の中で実践

していくことが課題です。 

○マット運動の活動に苦

手意識をもっている児

童が多くいます。 

〇自分の課題を見付け、解

決しようと活動するこ

とを苦手に思っている

児童がいます。 

○器械運動に対して苦手意識

をもって学習に取り組む児

童が多い。 

 

○器械運動に対して苦手意

識をもって学習に取り組

む児童が多い。 

改
善
策 

○走る・跳ぶ・投げる・転が

る・のぼる・おりる・バラ

ンスをとる等、様々な基礎

的な動きを多く経験でき

るような学習を設定しま

す。 

○スモールステップを踏み、

できるようになる楽しさ

を多く味わうことができ

るようにします。 

○夢中になって運動に取り

組める場面を設定し、その

中で様々な動きを経験で

きるようにします。 

○よい動きを共有する時間

を効果的に取り入れ、やっ

てみたい・まねしたいとい

う気持ちを高め、よい動き

を広めていきます。 

○運動経験が不足している

児童には、タブレットで録

画を見合うことで、経験の

差に配慮した授業を行い

ます。 

○今後も楽しんで体を動か

すことができるように、指

導していきます。 

○運動感覚を養う補助運動

を授業の初めに取り入れ、

主運動につなげていきま

す。 

○スモールステップで学

んだり、教師や友達から

の助言・支援を重ねたり

することで、技の上達を

図っていきます。 

○運動感覚を養う補助運

動を授業の始めに取り

入れ、主運動につなげて

いきます。 

○ポイントを視覚的に理解し

やすいように工夫したり、

スモールステップの段階を

踏んで指導したりしていき

ます。 

○児童と共に、ルールを工夫

し、実態に応じ、楽しく運

動できるようにします。 

○作戦の例を示したり、作戦

を話し合う時間を確保した

りすることで、一人一人が

課題をもって、ゲームに取

り組めるようにします。 

○タブレットを用い自分の動

きと手本の動きを比べ、自

分の課題を設定している。 

○個々の能力に応じて、適切

なめあてを設定できるよ

うに、基準となる目標や動

き、運動のポイント、スモ

ールステップの段階を示

していきます。 

○技能を高められるように、

主運動につながる様々な

運動や基礎感覚作りを取

り入れ、スモールステップ

で学べる運動の場を用意

したりします。 

検
証
方
法 

○体育の授業の際に、行動観

察して確認します。 

○学習カードをもとに、児童

の学びを振り返り、確認し

ます。 

○体育の授業の際に、グルー

プ活動における声掛けや

その反応等の行動を観察

して確認します。 

○学習カードをもとに、児童

の学びを振り返り、確認し

ます。 

○体育の授業の際に、行動観

察をして確認します。 

○学習カードの振り返り

をもとに、技が上達した

か、上達した実感がある

か確認します。 

○授業前と授業後に学習カー

ドを書く時間を確保し、め

あてを意識したり、教師や

友達のアドバイスを聞いた

りしながら取り組めていた

かを確認します。 

○めあてや選んだ練習方法

を書いた学習ノート、観察

をもとに確認します。 

○単元の始めと終わりの技

能の高まりを学習ノート

や観察で確認します。 

 


